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航空機部品オンライントレードプラットフォーム ePlane Ltd.との 

資本業務提携のお知らせ 

 

芙蓉総合リース株式会社（東京都千代田区、代表取締役社長 辻田泰徳、以下「芙蓉リース」）は、航

空機部品販売のオンライントレードプラットフォーム運営事業者である ePlane Ltd.（キプロス、代表

者 Zohar Shamir、以下「ePlane 社」）が実施する第三者割当増資を引き受け、資本業務提携に係る契

約を締結しました。 

 

ePlane 社は、航空機部品販売事業におけるオンライントレードプラットフォーマーとなることを目

指すベンチャー企業です。部品の選定・価格交渉・発注・代金決済等の一連の取引をオンライン上で実

行できる B2B マーケットプレイスである、ePlane を開発・運営しています。 

 

航空機部品売買の現場では、電話やメール、自社ポータル等を介したやり取りが主流ですが、ePlane

社の提供するオンラインソリューションの利用により、売買プロセスの一元化が可能となります。具体

的には、AI をベースとした見積作成依頼プロセスの自動化やチャットによる交渉、オンライン上の代金

決済、自社の調達・販売活動の分析・レポート作成機能等により、購入者、販売者両サイドの取引効率

化を推進します。また、販売者の在庫管理システムと ePlane 社プラットフォームを接続することで、

在庫情報の正確性と即時性が向上します。 

2018 年のサービス開始以来、多くの企業が ePlane 社のプラットフォームに参加しており、コロナ禍

にも関わらず、デジタル化、効率化、自動化といった市場ニーズを背景に、プラットフォームの利用は

増えております。 

 

芙蓉リースグループは、中期経営計画「Frontier Expansion 2021」において、「航空機」を戦略分

野の一つとしております。ePlane 社への出資を通じ、航空機周辺分野の一つである部品販売事業にお

けるグローバルなイノベーションの動向を把握し、事業の知見・ノウハウを獲得することで、航空機

ビジネスの領域拡大に取り組んでまいります。
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 芙蓉リースグループは、社会課題の解決に積極的に関与し、同時に企業としての成長を目指す CSV

（共有価値の創造：Creating Shared Value）の考えを実践し、持続可能な社会づくりに貢献していき

ます。 

以上 

お問い合わせ先 

芙蓉総合リース株式会社 コーポレートコミュニケーション室 (担当) 木村・渡邊 

電話番号 ０３（５２７５）８８９１  ＵＲＬ https://www.fgl.co.jp/ 
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